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(百万円未満切捨て)
１．平成29年３月期の業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期 1,701 6.8 256 8.4 251 7.6 169 15.3

28年３月期 1,593 3.8 236 15.8 234 14.4 147 15.0
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年３月期 90.50 － 9.4 11.4 15.1

28年３月期 78.50 － 8.8 11.2 14.9
(参考) 持分法投資損益 29年３月期 －百万円 28年３月期 －百万円
　

　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

29年３月期 2,274 1,857 81.7 991.67

28年３月期 2,139 1,731 80.9 924.17
(参考) 自己資本 29年３月期 1,857百万円 28年３月期 1,731百万円
　

　

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年３月期 255 △52 △42 1,015

28年３月期 184 △15 △39 854
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年３月期 － 0.00 － 23.00 23.00 43 29.3 2.6

29年３月期 － 0.00 － 26.00 26.00 48 28.7 2.7

30年３月期(予想) － 0.00 － 26.00 26.00 28.2
　

　　

３．平成30年３月期の業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
　

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,710 0.5 260 1.3 260 3.2 173 2.0 92.34
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※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期 1,873,500 株 28年３月期 1,873,500 株

② 期末自己株式数 29年３月期 36 株 28年３月期 36 株

③ 期中平均株式数 29年３月期 1,873,464 株 28年３月期 1,873,464 株
　

　　

※ 決算短信は監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料で記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予
想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料２ページ「１ 経営成績
等の概況」をご覧ください。

決算短信（宝印刷） 2017年05月08日 11時29分 2ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



㈱横田製作所(6248) 平成29年３月期 決算短信(非連結)

― 1 ―

○添付資料の目次

　

１．経営成績等の概況 …………………………………………………………………………………… 2

（１）当期の経営成績の概況 ………………………………………………………………………… 2

（２）当期の財政状態の概況 ………………………………………………………………………… 2

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 …………………………………………………………… 3

（４）今後の見通し …………………………………………………………………………………… 3

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 ………………………………………………………… 3

３．財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………… 4

（１）貸借対照表 ……………………………………………………………………………………… 4

（２）損益計算書 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）株主資本等変動計算書 ………………………………………………………………………… 8

（４）キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………………10

（５）財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………………11

（継続企業の前提に関する注記） …………………………………………………………………11

（会計方針の変更） …………………………………………………………………………………11

（表示方法の変更） …………………………………………………………………………………11

（追加情報） …………………………………………………………………………………………11

（セグメント情報等） ………………………………………………………………………………11

（持分法損益等） ……………………………………………………………………………………11

（１株当たり情報） …………………………………………………………………………………12

（重要な後発事象） …………………………………………………………………………………12

　

決算短信（宝印刷） 2017年05月08日 11時29分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



㈱横田製作所(6248) 平成29年３月期 決算短信(非連結)

― 2 ―

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国の経済は、熊本地震の影響や消費税の引き上げ延期、米国新政権の不透明感などの先

行き不安は続いたものの、政府の経済政策や日銀の金融緩和策を背景として雇用・所得環境が改善するなど、景気

は緩やかな回復基調が続く状況となりました。

このような状況のもと、当社は相対的優位性のある既存領域を確保しつつ、技術開発力を高め、既存製品の改良

や性能向上による差別化により新たな需要分野への展開・進出を図り、生産性の向上とコスト削減により採算重視

の経営に努めてまいりました。

以上の結果、当事業年度の受注面につきましては、電力関連企業からの部品受注が減少したものの、官公庁から

の農業用水関連の受注が好調であったことなどにより、1,666,625千円(前期比2.8％増)となりました。売上高につ

きましては、官公庁への販売がポンプ・バルブ・部品の各製品分野で増加し、また、食品関連企業への脱泡脱気ポ

ンプの販売が好調であったことなどから、1,701,960千円(同6.8％増)となりました。営業利益につきましては、人

件費や広告宣伝費・営業員旅費などが若干増加したものの、売上高の増加に伴って、256,689千円(同8.4％増)とな

り、経常利益は営業利益とほぼ同額の251,833千円(同7.6％増)となりました。この結果、当事業年度の当期純利益

は169,550千円(同15.3％増)となりました。

当社製品別の業績は次のとおりであります。

[ポンプ製品]

受注面は、官公庁や電力会社関連企業からの受注が好調であったため、774,045千円(前期比13.9％増)となりま

した。

売上高につきましては、機械関連企業や電子関連企業への販売は減少したものの、官公庁や食品関連企業への

脱泡脱気ポンプの販売が好調であったことなどから、752,141千円(同3.4％増)となりました。

[バルブ製品]

受注面は、官公庁からの農業用水用バルブの受注が大幅に増加したため、247,178千円(前期比23.4％増)となり

ました。

売上高につきましても、官公庁への販売が増加したため、236,337千円(同17.1％増)となりました。

[部品・サービス]

受注面は、電力会社関連企業からの受注が減少したことにより、645,401千円(前期比13.1％減)となりました。

売上高につきましては、電力会社関連企業への販売は減少したものの、官公庁や国内一般製造工場等への販売

が増加したため、713,481千円(同7.3％増)となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当事業年度末の総資産は、前事業年度末に比較して134,820千円増加し、2,274,166千円となりました。その主な

増減内訳は、現金及び預金が160,378千円、有形固定資産が15,965千円それぞれ増加したものの、受取手形が4,913

千円、売掛金が30,957千円、原材料及び貯蔵品が1,763千円それぞれ減少したことなどによります。

負債につきましては、前事業年度末に比較して8,359千円増加し、416,304千円となりました。主な増減内訳は、

未払金が6,724千円、前受金が10,872千円、役員退職慰労引当金が6,575千円それぞれ増加したものの、未払法人税

等が9,212千円、退職給付引当金が7,131千円それぞれ減少したことなどによります。

また、純資産は、126,461千円増加し、1,857,862千円となりました。増減内訳は、利益剰余金が株主配当金の支

払いで43,089千円減少したものの、当期純利益を169,550千円計上したことによります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比較して160,378千円増加し、1,015,370千円とな

りました。

当事業年度におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、前事業年度と比較して70,956千円増加し、255,926千円の資金流入と

なりました。その主な要因は、税引前当期純利益251,833千円、減価償却費38,629千円を計上したこと、売上債権の

減少により35,870千円、前受金が10,872千円、役員退職慰労引当金が6,575千円それぞれ増加したことなどにより資

金が流入したものの、仕入債務の減少により5,963千円、退職給付引当金が7,131千円それぞれ減少したこと、法人

税等を86,920千円支払ったことなどにより資金が流出したことによります。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、前事業年度と比較して36,834千円減少し、52,549千円の資金流出と

なりました。その主な要因は、有形固定資産の取得により50,746千円、無形固定資産の取得により885千円の資金が

流出したことなどによります。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、前事業年度と比較して3,686千円減少し、42,998千円の資金流出とな

りました。その要因は、株主配当金の支払により資金が流出したことによります。

（４）今後の見通し

　 次期につきましては、引き続き、「相対的優位性のある既存領域の確保」「既存商品の強化領域の拡大」「圧倒

的な差別化をめざす技術開発」を重点施策として取り組むこととしております。

次期業績予想につきましては、売上高1,710百万円(当期比0.5％増)、営業利益260百万円(同1.3％増)、経常利益

260百万円(同3.2％増)、当期純利益173百万円(同2.0％増)を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社の利害関係者の多くは、国内株主、債権者、取引先等であり、海外からの資金調達の必要性が乏しいため、会

計基準につきましては日本基準を適用しております。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,104,992 1,265,370

受取手形 26,853 21,940

売掛金 273,632 242,674

商品及び製品 － 2,363

仕掛品 58,905 58,297

原材料及び貯蔵品 69,169 67,405

繰延税金資産 34,818 31,312

その他 1,830 2,123

貸倒引当金 △2,401 △2,106

流動資産合計 1,567,802 1,689,382

固定資産

有形固定資産

建物 229,120 230,927

減価償却累計額 △170,483 △174,397

建物（純額） 58,637 56,529

構築物 7,147 7,147

減価償却累計額 △5,519 △5,933

構築物（純額） 1,627 1,214

機械及び装置 350,692 386,127

減価償却累計額 △265,369 △281,757

機械及び装置（純額） 85,322 104,369

車両運搬具 8,206 8,206

減価償却累計額 △5,436 △6,544

車両運搬具（純額） 2,770 1,662

工具、器具及び備品 572,266 579,859

減価償却累計額 △562,021 △568,733

工具、器具及び備品（純額） 10,245 11,126

土地 366,082 366,082

建設仮勘定 333 －

有形固定資産合計 525,019 540,984

無形固定資産

ソフトウエア 1,944 3,888

ソフトウエア仮勘定 2,302 －

その他 614 614

無形固定資産合計 4,860 4,502

投資その他の資産

出資金 2,015 2,015

長期前払費用 1,554 1,579

繰延税金資産 35,010 32,603

その他 3,082 3,098

投資その他の資産合計 41,663 39,296

固定資産合計 571,543 584,784

資産合計 2,139,345 2,274,166
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 36,971 31,007

未払金 32,358 39,083

未払費用 16,497 16,552

未払法人税等 51,585 42,373

未払消費税等 13,870 15,273

前受金 15,736 26,608

預り金 26,220 29,456

製品保証引当金 5,578 7,318

賞与引当金 37,824 37,884

流動負債合計 236,641 245,557

固定負債

退職給付引当金 89,210 82,078

役員退職慰労引当金 82,092 88,667

固定負債合計 171,303 170,746

負債合計 407,944 416,304

純資産の部

株主資本

資本金 130,583 130,583

資本剰余金

資本準備金 90,583 90,583

その他資本剰余金 31,997 31,997

資本剰余金合計 122,580 122,580

利益剰余金

利益準備金 10,000 10,000

その他利益剰余金

別途積立金 1,220,000 1,320,000

繰越利益剰余金 248,271 274,732

利益剰余金合計 1,478,271 1,604,732

自己株式 △34 △34

株主資本合計 1,731,401 1,857,862

純資産合計 1,731,401 1,857,862

負債純資産合計 2,139,345 2,274,166
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高

製品売上高 1,593,782 1,701,960

売上高合計 1,593,782 1,701,960

売上原価

製品期首たな卸高 3,570 －

当期製品製造原価 831,857 899,867

合計 835,428 899,867

製品期末たな卸高 － 2,363

製品売上原価 835,428 897,504

売上総利益 758,354 804,456

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 20,302 21,516

役員報酬 94,336 98,723

給料及び手当 147,147 153,884

賞与 57,721 63,560

賞与引当金繰入額 18,534 18,488

退職給付費用 5,009 5,163

役員退職慰労引当金繰入額 6,600 6,575

法定福利費 42,115 44,529

旅費及び交通費 27,958 31,044

支払手数料 28,007 28,739

減価償却費 2,852 4,154

その他 71,038 71,388

販売費及び一般管理費合計 521,625 547,766

営業利益 236,728 256,689

営業外収益

受取利息 305 319

受取配当金 80 80

作業くず売却益 882 1,514

雑収入 1,456 1,131

営業外収益合計 2,724 3,045

営業外費用

売上債権売却損 881 1,025

売上割引 4,123 4,109

固定資産除却損 437 2,125

雑損失 － 640

営業外費用合計 5,442 7,900

経常利益 234,010 251,833

税引前当期純利益 234,010 251,833

法人税、住民税及び事業税 81,237 76,368

法人税等調整額 5,715 5,913

法人税等合計 86,952 82,282

当期純利益 147,058 169,550
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製造原価明細書

前事業年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ 材料費 299,053 35.4 296,230 32.9

Ⅱ 労務費 300,139 35.5 314,491 35.0

Ⅲ 経費 ※ 245,294 29.1 288,537 32.1

当期総製造費用 844,487 100.0 899,259 100.0

期首仕掛品たな卸高 46,276 58,905

合計 890,763 958,165

期末仕掛品たな卸高 58,905 58,297

当期製品製造原価 831,857 899,867

(注) ※ 主な内訳は、次のとおりであります。

項目 前事業年度(千円) 当事業年度(千円)

外注加工費 148,082 153,726

業務委託費 5,544 31,286

動力費 17,651 15,914

修繕費 6,025 20,226

減価償却費 34,585 34,474

(原価計算の方法)

当社の原価計算の方法は個別原価計算により、一部予定原価による製品原価の計算を行なっております。

なお、実際原価と予定原価の原価差額が生じますが、当該原価差額が僅少である場合を除き原価差額の調整を行ない

売上原価及びたな卸資産に配賦しております。
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本剰

余金

資本剰余金合

計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合

計別途積立金
繰越利益剰余

金

当期首残高 130,583 90,583 31,997 122,580 10,000 1,127,000 233,556 1,370,556

当期変動額

剰余金の配当 △39,342 △39,342

別途積立金の積立 93,000 △93,000 －

当期純利益 147,058 147,058

当期変動額合計 － － － － － 93,000 14,715 107,715

当期末残高 130,583 90,583 31,997 122,580 10,000 1,220,000 248,271 1,478,271

株主資本

純資産合計
自己株式 株主資本合計

当期首残高 △34 1,623,685 1,623,685

当期変動額

剰余金の配当 △39,342 △39,342

別途積立金の積立 － －

当期純利益 147,058 147,058

当期変動額合計 － 107,715 107,715

当期末残高 △34 1,731,401 1,731,401
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当事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本剰

余金

資本剰余金合

計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合

計別途積立金
繰越利益剰余

金

当期首残高 130,583 90,583 31,997 122,580 10,000 1,220,000 248,271 1,478,271

当期変動額

剰余金の配当 △43,089 △43,089

別途積立金の積立 100,000 △100,000 －

当期純利益 169,550 169,550

当期変動額合計 － － － － － 100,000 26,461 126,461

当期末残高 130,583 90,583 31,997 122,580 10,000 1,320,000 274,732 1,604,732

株主資本

純資産合計
自己株式 株主資本合計

当期首残高 △34 1,731,401 1,731,401

当期変動額

剰余金の配当 △43,089 △43,089

別途積立金の積立 － －

当期純利益 169,550 169,550

当期変動額合計 － 126,461 126,461

当期末残高 △34 1,857,862 1,857,862
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 234,010 251,833

減価償却費 37,437 38,629

貸倒引当金の増減額（△は減少） △67 △295

製品保証引当金の増減額（△は減少） 819 1,740

賞与引当金の増減額（△は減少） 969 60

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14,661 △7,131

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,600 6,575

受取利息及び受取配当金 △385 △399

売上債権の増減額（△は増加） 9,249 35,870

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,005 8

仕入債務の増減額（△は減少） △3,643 △5,963

未払金の増減額（△は減少） 2,756 3,360

未払消費税等の増減額（△は減少） △21,028 1,645

預り金の増減額（△は減少） 7,276 3,235

前受金の増減額（△は減少） △6,091 10,872

その他 3,913 2,397

小計 252,150 342,441

利息及び配当金の受取額 363 406

法人税等の支払額 △67,543 △86,920

営業活動によるキャッシュ・フロー 184,970 255,926

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △271,000 △250,000

定期預金の払戻による収入 314,000 250,000

有形固定資産の取得による支出 △56,027 △50,746

無形固定資産の取得による支出 △2,302 △885

その他 △384 △917

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,714 △52,549

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △39,312 △42,998

財務活動によるキャッシュ・フロー △39,312 △42,998

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 129,943 160,378

現金及び現金同等物の期首残高 725,049 854,992

現金及び現金同等物の期末残高 854,992 1,015,370
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当事業年度に適用し、平成28年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更による影響は軽微であります。

(表示方法の変更)

(損益計算書関係)

　前事業年度において、「営業外費用」の「雑損失」として表示しておりました「固定資産除却損」は、営業外費

用の総額の100分の10を超えたため、当事業年度より独立掲記することとしております。この表示方法の変更を反映

させるため、前事業年度の財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前事業年度の損益計算書において、「営業外費用」の「雑損失」として表示しておりました437千円

は、「固定資産除却損」として組替えております。

(追加情報)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当事業

年度から適用しております。

(セグメント情報等)

当社はポンプ及びバルブの製造販売業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

(持分法損益等)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

項目
前事業年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり純資産額 924円17銭 991円67銭

１株当たり当期純利益金額 78円50銭 90円50銭

なお、潜在株式調整後１株当たり当期

純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり当期

純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　
(注) １ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(平成28年３月31日)
当事業年度

(平成29年３月31日)

貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 1,731,401 1,857,862

普通株式に係る純資産額(千円) 1,731,401 1,857,862

普通株式の発行済株式数(株) 1,873,500 1,873,500

普通株式の自己株式数(株) 36 36

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

1,873,464 1,873,464

２ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

損益計算書上の当期純利益(千円) 147,058 169,550

普通株式に係る当期純利益(千円) 147,058 169,550

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 1,873,464 1,873,464

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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